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ても，たとえば 1760 年代と 1860 年代とで状況に変化がなかったとは考えにくい。そこで著者ハン
























ニー・リグリーらによる子どもの年齢階層（1 ～ 4 歳，5 ～ 9 歳，10 ～ 14 歳／イングランド）の
死亡率の推計を四半世紀ごとに示したものが次頁表 1 である。まず各年齢階層を比較すると，年齢
層が高くなるほど死亡率は低くなっている。児童労働がもっとも多くみられる年齢層である 10 ～ 
14 歳の死亡率はこのなかでは比較的低い水準である。ただし，どの年齢層も 18 世紀後半は低下傾




（5）　Wrigley, Davies, Oeppen, and Schofield（1997），pp.248-261.
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上の地方都市の出生時平均余命（平均寿命）は，1820 年代の 35 年から 1830 年代の 29 年へと低下
している。都市への人口集中・環境悪化にともなう感染症をはじめとする不健康状態の蔓延が，こ
の低下に寄与していることが考えられる。農村部も含めたイングランド・ウェールズ全国の平均寿
命のリグリーらによる推計値が 19 世紀前半をつうじて 41 年付近で停滞していることも，都市にお




表 1　イングランド，年齢階層別死亡率（1 ～ 14 歳，1,000 人あたり）
1 ～ 4 歳 5 ～ 9 歳 10 ～ 14 歳
1650-74 年 111 51 26
1675-99 年 108 46 27
1700-24 年 108 46 27
1725-49 年 121 50 28
1750-74 年 107 41 26
1775-99 年 108 35 23
1800-24 年 98 26 20
1825-37 年 98 35 35


































であるロンドン・マリーンソサィエティの記録（1770 ～ 1870 年），陸海軍の新兵採用検査（1740
～ 1914 年），および士官候補生（上流階級）のための王立陸軍アカデミーに残された身体測定デー
タにもとづく，ロデリック・フラウドらによる先駆的な研究がある。それによれば 19 世紀初頭に
おいて，上流階級の子弟と貧しい少年たちとでは，14 歳時の平均身長に 6 インチ（約 15 ㎝）もの
差があり，都市域で育った少年たちは農村域の少年たちより背が低い傾向がみられる。そして時系
列的には，出生コーホートごとの平均身長は，1740 ～ 60 年代生まれで伸長傾向，1760 ～ 80 年代





るのが，実質所得だけをみれば平均的な生活水準向上があったと考えられる 19 世紀第 2 四半期に
生まれ育った人びとの平均身長が，相対的に低くなっているということである。同時期に死亡率低







　19 世紀になると児童労働規制の法制化が始まった。その最初が 1802 年「徒弟の健康・道徳法
（The Health and Morals of Apprentice Act）」であり，繊維工場主にして国会議員のロバート・
ピール（Sir Robert Peel, 1750-1830. 同名のピール首相の父）の主導により成立した。長時間労働
が子どもたちの健康を害しているとするマンチェスターの医師トマス・パーシヴァル（Thomas 
Percival, 1740-1804）の調査報告が動機の一つだった。同法は，綿工場における徒弟たちの 1 日
12 時間を超える労働および夜間労働を禁止したが，実効性はともなわず，その後も立法への模索
が継続していく。




員長とする特別委員会（1816 年），ケニヨン卿（George Kenyon, 2nd Baron, 1776-1855）を委員
長とする上院委員会（1818-19 年）をへて，1819 年「綿工場法（Cotton Mills and Factories 
Act）」，1825 年「綿工場規制法（Cotton Mills Regulation Act）」などが制定されたが，一定の実効
性がともなうのは 1833 年「綿工場における労働法（Labour in Cotton Mills Act）」からであった
とされる。同法は 9 歳未満の児童の労働禁止，9 ～ 17 歳の労働時間を週 69 時間以内に制限，そし
てその実施を査察する工場監督官の任命を規定した。そしてシャフツベリ伯爵（Anthony Ashley-
Cooper, 7th Earl of Shaftesbury, 1801-85）の主導によって制定された 1847 年「工場法（Factories 
Act）」によって，児童労働者と女性労働者の労働時間は 1 日あたり最高 10 時間に制限された。
　議会におけるこれらの法案の立案・審議の過程で，数々の調査資料が作成された。たとえば















図 2　Children working in mines, 1843
Credit: Wellcome Collection. 
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3　炭坑で働く子どもたち
　この児童雇用調査委員会の報告書を使いつつ，フラウドらが指摘した 19 世紀第 2 四半期に生ま
れ育った人びとの平均身長の低下に関連して，石炭産業における児童労働者たちの身長について考




身長を集計すると，1841 年における 12 歳時の平均身長は，農場で働く少年たちの 139 ㎝（サンプ
















































































































































































































































を指摘している（37）。その際カービーは，W. H. ハットが F. A. ハイエク編『資本主義と歴史家たち』
（1954 年）に寄稿した論文の「他の職種の重労働に耐えられるほど強靱ではない子どもたちが綿工
場に送られた」という記述を論拠の一つとしている（38）。ハンフリーズは，このハット論文が，すで




では，マンチェスターとストックポートの日曜学校に通う 9 歳から 14 歳までの子どもたちの 1833
年における平均身長が，工場で働く児童とそうでない児童に分けて示されている。そのうち少年の
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